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森林経営管理制度・森林環境譲与税ニュース 

「シューセキ！」 令和４年９月号 

発行：林野庁森林集積推進室 

 

１．林野庁の動き（８月） 

（１）「森林管理状況評価指標整備に関する検討委員会（第８回）」を開催 

 林野庁では、７月 15 日に、「森林管理状況評価指標に関する検討委員会」を開催しまし

た。本委員会は、所有者不明森林等の特例措置の活用に向けた論点整理を行うためのもので、

令和２年度から開催しています。 

８回目となる今回の委員会では、本年４月に公表した「所有者不明森林等の特例措置活用

のための留意事項（ガイドライン）：令和３年度末時点版」（※シューセキ！４月号で紹介）に

ついて、都道府県・市町村や委員からの御意見を踏まえた修正案について、検討を行いまし

た。引き続き、10 月と来年１月に委員会を開催して、年度内にガイドラインの改訂を行う予

定です。 

この度、下記の林野庁 HPに、同委員会の資料を掲載しましたので、ご興味ある方は、是非

御覧ください。 

https://www.rinya.maff.go.jp/j/keikaku/keieikanri/kentoukai.html 

 

（２）説明会等への講師派遣 

８月は、以下の７回の説明会等に、林野庁森林集積推進室から講師を派遣しました。各説

明会等では、森林経営管理制度と森林環境譲与税の概要について説明した上で、質疑応答を

行いました。 

説明会等への講師派遣のご希望がある場合には、お気軽にご相談下さい。 

１日：山梨県「森林経営管理制度の実務研修」（９市町村、県職員、山梨県森林協会の計 23

名が参加） 

３日：石川県「石川県副町長研修会」（６町、石川県町長会事務局の計 11名が参加） 

４日：山口県「令和４年度森林経営管理制度実務担当職員研修」（18市町、県職員などの計

51 名が参加） 

５日：福島県「森林経営管理推進に関する研修会」（30 市町村、県職員、民間団体の計 66

名が参加） 

19 日：秩父地域森林林業活性化協議会「森林環境譲与税活用セミナー2022」（８市区町村、

県職員などの計 29名が参加） 

25 日：長崎県「令和４年度治山林道技術研修会」（14 市町、県職員などの計 58 名が参加） 

31 日：全国市町村国際文化研修所「令和４年度政策・実務研修『市町村の森林政策』研修」

（26市町村の計 27名が参加） 

 

（３）都道府県・市町村等との意見交換を実施 

 林野庁では、都道府県・市町村と森林経営管理制度・森林環境譲与税の活用促進に向けた

意見交換を進めています。 

今月は、石川県、山口県（以上 8/3）、石川県金沢市（8/4）、福島県古殿町（8/5）、長崎県

https://www.rinya.maff.go.jp/j/keikaku/keieikanri/kentoukai.html
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（8/25）、長崎県長崎市、大村市（以上 8/26）の計３県４市町の皆様と意見交換をさせて頂き

ました。 

今後も、皆様と連携しながら、制度・譲与税の活用促進に向けた取組を強化して参ります。 

 

２．各地の動き（８月） 

（１）市町村による広報活動 

①大分県日田市 

大分県日田市は、「広報ひた」８月号に、特集「森林と生きる私たち」を掲載しました。同

特集では、森林環境税・森林環境譲与税の仕組みを説明した上で、同市が森林環境譲与税を

活用して行っている①森林整備、②人材育成・担い手確保、③木材利用、④普及啓発の取組に

ついて、紹介しています。 

https://www.city.hita.oita.jp/material/files/group/1/20220801002.pdf（日田市HP） 

 

②福島県塙町 

福島県塙町は、森林経営管理制度と森林環境譲与税を町民に周知するため、「広報はなわ」

の４月号から８月号の５回にわたって記事を掲載しました。同記事では、同町の地域林政ア

ドバイザーである冨永氏が、①森林所有者の責務（４月号）、②森林経営管理制度の概要（５

月号）、③経営管理意向調査（６月号）、④町による森林の経営管理（７月号）、⑤森林整備の

必要性（８月号）について、分かりやすく解説しています。 

また、同町は、多くの町民の方々に森林・林業に関心を持っていただけるよう、町内と隣接

町の夕刊紙（合計４紙）に、森林や林業の現状（森林経営管理制度等を含む）を15回にわたり

掲載するなど、積極的な広報活動を展開しています。 

http://www.town.hanawa.fukushima.jp/page/dir001773.html（塙町HP） 

 

（２）石川県金沢市が「森林環境譲与税活用方針」を策定 

 石川県金沢市は、令和元年度に「森林環境譲与税活用検討会」を設置し、以後、６回の会合

を開催して、森林環境譲与税の活用方策を検討してきました（委員は、大学教授や市民団体

等の８名）。 

同委員会は、令和３年10月に、金沢市長に、提言書「森からはじまる金沢のミライ」を提出

しました。同提言書では、森林整備を進める「いのちの森のプロジェクト」、木材利用を進め

る「くらしの森のプロジェクト」、森林を楽しむ「こころの森のプロジェクト」の３つのプロ

ジェクトの実施を提言しています。同報告書は、同市HPに掲載されています。 

https://www4.city.kanazawa.lg.jp/material/files/group/36/14896659.pdf（金沢市HP） 

 

（３）「市政」８月号が森林環境譲与税を活用した取組を紹介 

全国市長会の機関誌「市政」８月号に、特集記事「地域で取り組む森林経営－森林環境譲与

税を活用した森づくり」が掲載されました。同特集では、筑波大学の立花敏准教授による寄

稿と秋田県大館市、東京都国立市、岡山県真庭市の３つの事例が掲載されています。 

秋田県大館市では、デジタル技術の積極的導入による業務効率化を推進するため、GPS付タ

ブレットやドローン（UAV）、航空レーザ計測、地上レーザ計測などに、森林環境譲与税を活用

しています。 

https://www.city.hita.oita.jp/material/files/group/1/20220801002.pdf
http://www.town.hanawa.fukushima.jp/page/dir001773.html
https://www4.city.kanazawa.lg.jp/material/files/group/36/14896659.pdf
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東京都国立市では、同市の友好交流都市である秋田県北秋田市との連携により、市内在住

児童の参加による北秋田市での体験学習会や、北秋田市での森林整備への支援によるカーボ

ンオフセットの取組などに、森林環境譲与税を活用しています。 

岡山県真庭市では、集積計画の策定、森路網整備への補助、広葉樹燃料チップ材の伐採・搬

出への補助、真庭産材を活用した住宅リフォームへの補助などに、森林環境譲与税を活用し

ています。 

https://www.toshikaikan.or.jp/shisei/2022/pdf/202208/2022_08_special.pdf 

 

（４）石狩森林管理署が「市町村林政連絡会議」を開催 

 北海道森林管理局石狩森林管理署は、民有林行政を推進する市町村と連携した取組を進め

るため、「市町村林政連絡会議」を設置しています。令和４年度は、６月 29日に後志管内で、

７月 12日に石狩管内で同会議を開催して、森林経営管理制度と森林環境譲与税の活用をテー

マに意見交換を行いました。後志管内では小樽市役所から、石狩管内では札幌市役所から、

森林経営管理制度の取組を進めるに当たっての工夫について、発表が行われました。 

https://www.rinya.maff.go.jp/hokkaido/square/kakutidayori/2022/220728.html（北海道

森林管理局 HP） 

 

３．お知らせ 

（１）情報誌「林野」で長野県伊那市による森林環境譲与税の取組を紹介 

 今年度、林野庁情報誌「林野」は、森林環境譲与税を活用した各地の取組事例の紹介記事を

連載しています。８月号では、長野県伊那市の事例を紹介しました。 

伊那市は、平成 28 年に、市の森林の将来像を描いた「伊那市 50 年の森林（もり）ビジョ

ン」を策定して、同ビジョンに基づき、森林資源の循環利用と木材需要の創出に取り組んで

います。同市では、森林環境譲与税を活用して、林業の基幹となる路網の整備を実施すると

ともに、東京都新宿区との連携による森林整備、愛知県知立市との連携による木育事業など、

都市部自治体との交流にも力を入れています。 

https://www.rinya.maff.go.jp/j/kouhou/kouhousitu/jouhoushi/attach/pdf/0408-8.pdf 

 

（２）情報誌「林野」でフォレスター（森林総合監理士）の活動を紹介 

 情報誌「林野」では、シリーズ「フォレスター（森林総合監理士）の活動書記」を連載して

います。８月号では、埼玉県農林部森づくり課の大澤副課長にご執筆頂きました。 

同氏は、平成 30年度から２年間、秩父市に出向し、秩父地域における森林経営管理制度の

推進体制の構築に尽力されました。森林環境譲与税の活用にあたっても、豊島区との協力関

係を構築することにより、令和元年７月に、秩父市有林に「としまの森」を開設し、豊島区の

森林環境譲与税を活用して、地元の森林整備を行う仕組みを構築しました。 

https://www.rinya.maff.go.jp/j/kouhou/kouhousitu/jouhoushi/attach/pdf/0408-1.pdf 

 

４．９月の林野庁予定 

９月１日：滋賀県市町村との意見交換会（対応者：福田） 

９月２日：福岡県「森林環境譲与税活用ガイダンス inふくおか」（対応者：近藤） 

９月 13～15 日：森林経営管理リーダー育成研修（島根会場）（講師：福田、安藤、井上） 

https://www.toshikaikan.or.jp/shisei/2022/pdf/202208/2022_08_special.pdf
https://www.rinya.maff.go.jp/hokkaido/square/kakutidayori/2022/220728.html
https://www.rinya.maff.go.jp/j/kouhou/kouhousitu/jouhoushi/attach/pdf/0408-8.pdf
https://www.rinya.maff.go.jp/j/kouhou/kouhousitu/jouhoushi/attach/pdf/0408-1.pdf
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９月 16日：滋賀県「森林経営管理推進等に係る市町担当職員研修会」（講師：中山） 

 

 

本誌への記事掲載をご希望される都道府県・市町村がございましたら、森林集積推進室まで

ご相談願います。ご提供頂いた情報は、担当者とご相談の上、公開可能な情報のみ掲載する

ことも可能です。 

 

※シューセキ！定期配信のお申し込み 

シューセキ！の定期配信をご希望される方は、所属・氏名・電話番号を明記の上、「定期

配信を希望する」旨、下記のメールアドレスまでご連絡願います。 

（連絡先） 

林野庁森林利用課 森林集積推進室 

（室長）      福田 

（森林経営管理制度）中山、室町、安藤 

（森林環境譲与税） 近藤、中口、井上 

〒100-8952東京都千代田区霞が関１－２－１ 

TEL：03-6744-2126 

FAX：03-3502-2887 

Mail：shinrin_keieikanri@maff.go.jp 

mailto:shinrin_keieikanri@maff.go.jp

